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　南アフリカに生まれ、オーストラリアと、のちにアメリカで

学んだクリスティアン・ベザイデンホウト。両親はドイツ系の

オランダ人、そして現在はロンドン在住ということで、まさしく

地球を北と南にまたいで多様な文化を燦燦と浴びたコスモ

ポリタンです。唯一無二のカラフルな音を天衣無縫に繰り

出しながら、聴くもののこころをあたたかく照らす彼の音楽、

とりわけ、豊かに広がる陽気さのなかに時折り差し挟まれる

陰の力が強烈な印象のモーツァルト作品では、多くの聴衆

を文字通り「虜」にしてきました。近年では、フライブルク・

バロック・オーケストラ（FBO）をはじめ、名だたる古楽オーケス

トラとの弾き振りも多い彼は、トッパンホール20周年シーズン

の柱となる企画としてF BOとの来日を予定していましたが、

残念ながらコロナ禍で中止。今回、ヴァイオリンの平崎真弓との

デュオとして、2012年のソロ・リサイタル以来11年ぶり、待望

のトッパンホール再登場が実現しました。

　平崎真弓は、ピリオド楽器オーケストラの名門、コンチェルト・

ケルンのコンサートミストレスとして長く活躍、国内外で高く評価

され、いままさに円熟期を迎えています。トッパンホールには2017

年にコンチェルト・ケルンとともに登場し、創意豊かにメンバーを

統率するだけでなく、ソリストとして、ジュリアーノ・カルミ

ニョーラを向こうにまわしてのバッハのドッペルコンチェルトで、

清新な中に熱く秘めた情熱を堂々と披露、話題を呼びました。

　そんな彼らが、今回のプログラムで“遊ぶ＝play”のは、3年ずつ

隔てて作曲された、モーツァルトの3つの《フォルテピアノと

ヴァイオリンのためのソナタ》です。チャーミングな快活さと、

颯爽とした疾走感、表に裏に不意に顔をだすユーモアと、さりげ

なくも濃厚なアイロニー。1曲のなかに多様なキャラクターを

秘めた3つのデュオを、ふたりのヴィルトゥオーゾが丁々発止、

自在な手つきで遊び尽くします。ベザイデンホウトは、加えて、

本夕唯一となる短調の《ロンド》を演奏。彼自身の、そしてモー

ツァルトが曲に託した、陽気なデュオとはまた異なる表情を、

雄弁に、しなやかに描き出してくれることでしょう。

　確かな腕と音楽性を備えたふたりの実力派が、トッパンホール

の舞台で描き出す4曲の世界。今、この瞬間に音楽が生まれ

だすかのような、ヴィヴィッドにして一期一会の、豊かなるひと

ときに、どうぞご期待ください。


